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京都会議のお礼 

3月度例会のご案内         会員力向上委員会 委員長 山代 正隆 

ＪＣビジョン委員会 委員長 樋口 拓磨 

みなさんこんにちは。会員力向上委員会委員長の山代でございます。 
3月度例会は、メンバー皆様の会員力の向上を目的に事業を行います。例会のテーマは「脚下照顧～己を見つめ直し、JCを
知り、未来へ繋げよう！～」です。脚下照顧とは、禅語で自分自身をよく見よという意味であります。原点に立ち戻ること
で更なる成長の契機として、そして明るい豊かな社会の為にと考え、このテーマにいたしました。 
 事業内容を簡単に説明しますと、お寺の本堂にて坐禅をして、住職様から法話をいただきます。坐禅・法話を通じて、精
神修練、自身の内面を見つめ直すきっかけとしてもらいます。その後、粥膳をはさんでJCIセミナープログラムを受けて、
JCの基本を学び、JAYCEEとしての心構えを再認識していただきます。そして今後の青年会議所運動へ 
のモチベーションを上げていただき、60周年に向けてより精力的な運動に繋がる事業になるようにと 
計画いたしました。朝も早く、まだまだ寒い時期ではありますが、青年会議所の三信条の一つでも 
あります修練と捉えていただきまして、たくさんのメンバーにご参加いただきたいと存じます。  
 
【日時】3月14日(土) 6：45～12：15 【場所】宗教法人 桐岳寺 松江市奥谷町279 
【服装】自由（ジャージ可）。大分寒いと思われます。あったか～くしてきて下さい。 

 御多忙の中、公益社団法人日本青年会議所2015年度京都会議に多くの
会員の皆様が御参加頂きました事、まずは深く御礼申し上げます。 
 24日には、オープニング、日本再興フォーラム、地域再興フォーラム、
各セミナーに出席して頂き、新たな知見を得て頂いた事と存じます。25
日の新年式典では、公益社団法人日本青年会議所2015年度会頭、柴田剛
介君の所信を拝聴し、運動方針を確認して頂きました。そして、閉会式出
席という例年には無い設えをさせて頂き、日本青年会議所に監事として出
向されております天野正道君を多いに盛り上げて頂くとともに、閉会式の
流れや設営を目にするという希少な経験を得て頂きました。 
 合同LOMナイトでは、浦添JCさん、宝塚JCさんの3LOMで開催し、各
LOMのPRを行い、大いに親睦を深めて頂きました。特に、宝塚JCさんに
は今年度9月13日に控えております50周年記念のPRをしっかりとして頂
きました。 
 今回、宝塚JCさんと初めての合同LOMナイトを行うに至った経緯です
が、「先人の残してくれた絆を引き継いで、昔のように再び交流をした
い」「せっかくの友好JCなんだから、友情を育みたい」と考えたのが
きっかけです。浦添JCさんと宝塚JCさんには直接の繋がりはありません
でしたが、双方とも今回の開催に快諾して頂き、新たな絆が生まれました。
今回の合同LOMナイトを機に、今後益々の友情が深まる事を確信してお
ります。 
 最後になりますが、不慣れな設営により至らぬ点が多々御座いました事
をお詫びするとともに、皆様の御協力により大きなトラブル無く全員が無
事に帰松出来た事を、感謝申し上げる次第です。以上、簡単では御座いま
すが御礼の言葉とさせて頂きます。誠に有難う御座いました。 

ブロック会長公式訪問のご案内         

 御案内申し上げます。3月21日、安来の地にて2015年度島根ブロック協議会会長公式訪問が開催される予定に御座いま
す。2015年度公益社団法人日本青年会議所会頭及び島根ブロック協議会会長の基本方針を、しっかりと確認して頂けたら
と存じます。本年は天野直前ブロック会長をはじめ、松江青年会議所から多くのメンバーが出向されております。直前会長
輩出LOMとして、多くのメンバーで駆けつけて出向者支援をして頂けたらと存じます。  
 ご多忙の折とは存じますが万障繰り合わせの上、御参加頂きますようお願い申し上げます。 

ＪＣビジョン委員会 委員長 樋口 拓磨 


